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The purpose of this study is to examine the actual circumstances of being involved in gambling 

and the relationships between gambling and personality traits within undergraduate students. One-

hundred-and -forty知 sixundergraduate students (69 males， 74 females， 3 unknown) were asked to 

complete a questionnaire that measured their level of involvement in gambling and personality traits: 

namely， trait anxiety， locus of control， and sensation seeking. The results indicate that approximately 18 

percent of the students gamble. This proportion is a little lower than the results observed in previous 

studies. The most common form of gambling among the students of this study was the public lottery. 

Moreover， the results indicate a significant gender d近erence，with more males gambling than females. 

However， no significant correlations were found between level of gambling involvement and personality 

traits. The actual circumstances of involvement in gambling among }apanese undergraduate students 

are discussed. 
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問題と目的

現代の!ヨ本社会で、は，パチンコ，パチスロ，宝く

じなどの様々なギャンブルが存在している(品)11.
2010) 0 ギャンブルには，娯楽としての側面がある

一方で，その人の生活を狂わせる危験性も含まれて

おり，一部では“ギャンブル依存"“ギャンブル 1=1:1

毒"といった社会問題となっている。帯木 (2004)

によれば， 自本におけるギャンフマル依存症の患者数

は，約 200万人になるという。ギャンブル依存症は，

正式には“病的賭博 (pathologicalgambling)" と言

い，“本人，家族，または職業上の遂行を破滅させる，

持続的で反復的な不適応的賭博行為"と定義されて

いる CDSM-IV畑TR， 2000)。海外ではこの病的賭1専
に関する心理学的研究は比較的盛んに行われている

ものの，我が国における研究は最近ょうやく始まっ

たというのが現状である(品川・内野・磯部・林・

弘津・二本松・酒井， 2008) 0 

依EE1.後藤 (2008)は，モニタ調査会社に登録し

ている約 22万人の中からランダムに選ばれた臼本

人成人 692名(男性 450名 女性 240名，平均年齢

40.64歳)を対象として，喫煙や飲酒，ギャンプル

などの習慣的行動に関する調査を行った。その結果，

回答者の仁iコでパチンコ，競馬を 11誓むものが，それぞ

れ 18.4%， 12.1 %であった。このことから，ギャン

ブルが私たちにとって身近な活動であるということ
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がうかがえる。

近年では，特に青少年のギャンブル行動1)に注

目した研究も見られる O 帯木 (2010)によれば，ギャ

ンブルの開始年齢の若年化は，欧米の専門家遠の

主要な問題となっているとされている。 Blinn-Pike.

Worthy & J onkman (201 0) は. 1985年から 2010

年の間に行われた，青少年 (9 歳~ 21歳)のギャ

ンブル接触に関する先行研究のレビューを行った。

その結果，青少年の 10~ 15%がギャンブルの問題

を抱えており. 4-~ 8%はそれが深刻な問題となっ

ていた。しかしながら 青少年のギャンブルに関す

る研究は，アルコールや薬物依存の研究，あるいは

成人のギャンブルに関する研究に比べ，少数である

(Blinn♂ike et al.， 2010) 0 

一方， 日本においては，青少年のギャンブル接

触に関する誠査はほとんど行われていない(安藤，

2000;品川ら. 2008;品JII. 2010)。安藤 (2000) は，

大学および短期大学の学生 384-名(男性 100名，女

性 284-名，平均年齢 19.99歳)を対象として，青少

年のギャンプル(パチンコ，競馬，競輪，競艇，宝

くじ，ナンバーズ)および擬似ギャンブルゲーム(麻

雀，ルーレット，スロットマシーン，ビデオポーカー，

クレーンゲーム)への接触に関する調査を行った。

また，問時にギギ、ヤンフプやjルレへの

Anonymous (GA) の 2初Oの質問" (谷悶. 1996) を

用いて誠査した。 GAの 20の質問とは，病的賭博

の自主7]グループ (GA) で用いられている，病的賭

博か否かを問う質問群である。具体的には，“ギャ

ンブルのために仕事や学業がおろそかになることが

ありましたか"などの 20項目の質問のうち. 7項

目以上が当てはまると病的賭博(問題群)と診断さ

れる O 調査の結果.男性の 91.6%. 女性の 79.6%が

何らかのギャンブル・;疑似、ギャンプルゲームを経験

したことがあるということが示された。さらに，ギャ

ンプルに遡 1IEI以上接触する者を常習ギャンブラー

(regular gambler) とし，その発生率を検討したと

ころ，男性においてパチンコで約 5%.競馬で約 6%

が常習ギャンブラーであったことが示された。ギャ

ンブルの“はまり j変"に関しては.男性の 13.4-%.

女性の1.4-%が問題群とされる得点であった。

また，品)'1(2010) は，大学生 87名(男性 17名，

1) 本研究では.いつ， どこで. どのくらい. どのような

ギャンフコレに接しているかなと¥ギャンプjレへの接し

方のみを意味する概念を M ギャンブル接触 (gambling

illvolvement) ..と[1乎ぶ。一方， こうしたギャンブル

接触を含んだ，ギャンプルにまつわるあらゆる行動

すべてを包括する広い概念として"ギ、ヤンブル行動

(gambling behavior)" という 5苦を用いる O

女性 70名，平均年齢 19.1歳)を対象とし，ギャ

ンブル依存に関する実態調査を行った。調査内容

として，病的賭博のスクリーニングテストである

斉藤(1996) の修正日本語版 SouthOaks Gambling 

Screen (SOGS) 学生用を用いた。 SOGS(Lesieur 

& Blume. 1987) とは，ギャンブルの治療で成果を

あげているサウスオークス財団によって開発され

た，スクリ一ニング用の質問紙でで、ある。 SOGSは，

3項自の

呂の“スクリ一ニンクグψ 項日.. の計計-1凶6項自でで、構構-成さ

れている。 ‘“ιススクリ一ニンググ‘項項、目" の具体{官例予列Utはまi. “最

初に考えていた以上にギギ、ヤンフブ守ルにのめりこんだだ、こ

とカが宝ありますか"などである。決められた得点化

の方法に基づいて. 20点満点で 5点以上が病的緒

博者とされる。品)11(2010) の結果では，全体の

39%の学生が“ギャンブルの経験がある"と回答し

ていた。また，修正日本語版 SOGS学生用の得点

において， “問題賭1導者(得点が4点)'¥ “病的賭博

者(得点が 5点以上)"がそれぞれ l名ずつ見られた。

このように我が留の青少年のギャンブル接触に関す

る先行研究として，この安藤 (2000) と品川 (2010)

の研究があるが，まだ十分に検討されているとはい

いがたい。

海外の先行研究では，病的緒博傾向と他人のパー

ソナリティ特性との関連を検討したものも数多くあ

る。 Petry. Stinson & Grant (2005) カfイギ、 1)スの

4-3093 i:!i骨子を対象として調査を行ったところ，病的

賭博者は全体の 0.4-2%であった。その病的措1導者の

うち. 41.3%が不安離害 (anxietydisorder) を有し

ていることが示された。また. Lee. Kwak. Lim. 

Pedersen & Miloch (2010) は大学生 24-4名を対

象として，パーソナリティ特性と，ギャンプル(ス

ポーツペッテイング)への態度 (attitude) と意鴎

(intention) の関連を検討した。スポーツベッデイ

ングとは，フットボールなどの試合結果を予想し

お金を賭けるギャンブルである O その結果，男性に

おいて，統ijJ!Jの所在 (LOC;Locus of controI)とギャ

ンブルへの態度言、!-mに関連があることが示された。

“統制の所在"とは， 自分の行動に対ーする結果が自

分の力でコントワールされているのか(内的統制).

それとも外的な力によってコントロールされている

のか(外的統制)に関する認知様式である O 調査の

結果は，ギャンブルに好意的な態度を持っており，

ギャンブルを行おうとする男性ほど，内的統制が高

い，すなわち，自分の行動に対する結果を自分の力

でコントロールできると考えていることを示してい

た。さらに. Lee et al. (2010) は，ノfーソナリテイ

特性として刺激欲求とギャンブールへの態度，意図と
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の関連も検討している。“料激欲求"とは，多様な

刺激，新奇な刺激，複雑な刺激への欲求であり，危

険や体験への欲求と定義されている (Zuckerman.

1979)。分析の結果，ギャンプルに好意的な態度を

持っており，ギャンブルを行おうとする男性ほど，

刺激欲求が高いことが示された。なお，女性に関し

ては，パーソナリティ特性との関連は示されなかっ

た。これら先行研究の知見から，ギャンプルを行う

か否かに関して，偶人のパーソナリティ特性が関連

していると考えられるo 具体的には，特性不安・内

的統制・刺激欲求の傾向が高いほど，ギャンプル志

向が高いと予想される。ただしそこには性差があ

る可能性も考えられる O

以上より本研究では，大学生を対象とした質問紙

調査を実施することで¥大学生のギャンブル接触に

関する実態調査，およびパーソナリティ特性との関

連を検討することを呂的とする o パーソナリテイ特

性としては，先行研究からギャンブル行動との関連

が示唆されている，特性不安，統制の所在，刺激欲

求に着冒する O

方法

調査協力者と手続き

茨城県内の国立T大学の学生を対象として，講

義時間を利用して質問紙を一斉配布しその場で回

収した。最終的に，回答に不備のない 146名(男性

69名，女性 74名，不明 3名，平均年齢 20.08歳

SD = 2.06) を分析対象とした。調査時期は. 2009 

年 9月から 10月であった。なお，本調査への参加

は自由であり，学業成績等の評価と関連しないこと

を口頭および紙面(質問紙の表紙)で説明し質問

紙の回収は無記名で行われた。また，集められたデー

タは統計処理を行うため個人が特定されることはな

いこと，調査は大学の研究の一環として行われるも

のであり，学会発表や学術論文に投稿される可能性

があることについても 質問紙の表紙に明記し教示

を行った。

質問紙の構成

ギャンブル接触の測定 実際にお金を賭けたギャ

ンプルを行っているかどうか，行っている場合には

そのギャンブルの種類に関しての回答を求めた。毘

答方式は，多重回答方式であった。本研究で用いた

ギャンブルの手重類としては，パチンコ，パチスロ，

競馬，競艇，競輪. toto，宝くじ，ナンバーズ，イ

ンターネットギャンプル その他の 10種類であっ

た。その他に回答した言語査協力者に関しては，その

内容の記入を求めたヘまた，そのギャンプルを行っ

ている頻度に関しても1m答を求めた。頻度の回答方

式は. ，，( )年・月・過に( )白"と惑かれてい

る文章において，年-月， J避のいずれかにOで囲み，

( )内に該当する数字を記入させた。

病的態博傾向 修正日本語版 SOGS(木戸・ i嶋崎.

2007)の 18項自のうち プロフイール項目 5項目

を除いたスクリーニング項自の 13環呂を用いた。

具体的な項呂例は，“ギャンプjレを止めたいが，止

められないと感じたことがありますか"などであっ

た。この尺度は，本来は鍵常者と病的賭博者を区別

するためのスクリーニングテストであるが.本研究

では病的賭博傾向の程度を測定する尺度として用い

た。質問 1~ 12の回答方法は.“全くない“結

構ある"の 5件法であった(質問 13については後

述する)。なお.分析には以下の理由から，質問 2，

質問 3，質問 9，質問 13の計4項iヨを除外した。質

問 21i，“本当は負けたのに勝ったと吹聴 Lたこと

がありますか"という開いであるが，勝ち負けのj勾℃

容が必ずしもギャンブjレに特定されない可能性があ

るため， 1貨問 3は，“ギャンブルに関して問題を感

じたことがありますか"という関いであるが，社会

一般の問題としてのギャンブjレを想像する可能性が

あるため， さらに，質問 9は，“今までお金のこと

で同居している人や家族と口論になったことがあり

ますか"という潤いであるが 口論の原因がギャン

プルに限定されない可能性があるため，それぞれ分

析から除外した。また，質問 131i，“今までギャン

ブルするためや，ギャンブルの借金のために人から

お金を借りたことのある人にお聞きします。どこで，

誰から借りましたか"という伺いに対し，お金を借

りた相手を選択紋から選ぶ多重回答方式であったた

め，分析からi徐外した。したがって，最終的に使用

した項Eは9項目であった。

特性不安 清水・今栄(1981)の STAI(State-Trait 

Anxiety Inventory) 日本語版(大学生用)を用いて，

調査協力者の特性不安を測定した。具体的な項目例

は，“自信が欠如している"などであった。この尺

度は， Speielberger， Gorsuch & Lushene (1970)の

作成した STAIの日本語翻訳版であり，その信頼性・

妥当性について確認されている。質問は，状態不安

2) パチンコ・パチスロは 18歳以上，競馬・競輪・競艇

は20斑以上， totoは19歳以上であれば，学生でも行

うことが可能で、ある。宝くじ・ナンバーズ・インター

ネットギャンプルには年齢制限は無い。また，麻雀や

私的カジノなどの日本鹿内で認められていないギヤン

ブルで金銭を賭けることは，年齢に関係なく違法であ

る。
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に関する項目と特性不安に関する項目が，それぞれ

20項目ずつの計40項目で構成されているが，本研

究では' このうち特性不安にi関謁する 2却O項自を用い

た。回答;は立丈' “決してそうでない¥ “たまにそうでで
、

ない¥“しばしばそうでで、ある

の4千科件!ドニ法であつたο

統制の所在 本研究では，鎌原・樋口・清水(1982)

の LOC(Locus of ControJ)尺度を用いて，調査協

力者の統制の所在について測定した。具体的な項自

例は，“あなたは，努力すれば， どんなことでも自

分の力でできると患いますか"などであった。この

g)支では，得点が高いほど内的統制が高いことを意

味し，得点が低いほど外的統制が高いことを意味す

るO 索開は 18項自であり，“そう思う¥“ややそう

思う'¥“ややそう忠わない¥“そう思わない"の 4

件法で回答を求めた。

刺激欲求 古樺 (1989)の作成した刺激欲求尺度・

抽象表現項目版 (SSS-AE; Sensation Seeking Scale-

Abstract Expression)を用いた。この尺度は，スピー

ドや危険を含むスポーツや活動に携わろうという欲

求 (TAS; Thril1 and adventure seeking) (項目例;少々

危険でもスリルのあるスポーツをするのが好きだ)，

抑制を解除させることの欲求 (Dis; Disinhibition) (項

呂例;流行に合わせて趣味を変えるのも楽しいもの

だ)，新しい体験や変わった経過をしてみようとい

う欲求 (ES; Experience seeking) (項 iヨ例;でき

れば様々な経験をしてみたい)の 3因子で構成され

ているo 質問は各国子 5項目ずつの 15項目であり，

“あてはまる¥“ややあてはまる¥“ややあてはま

らない¥“あてはまらない"の 4件法であった。

デモグラフィック変数性別，年齢，学年，所属

学部(学類)について自答を求めた。

結果

ギャンブル接触の集計結果

本研究の調査協力者が行っているギャンプルの割

合をもble1に示した。 Table1は，複数回答の結

果を示したものである。現在行っているギャンブ

ルが lつ以上“ある"と回答した者は 27名(男性

21名，女性 6名)であった。最も多く行われてい

たのは，宝くじであり (N= 13. 8.9%)， げていで

パチンコ (N= 11，7.5%)，パチスロ (N= 6.4.1 %) . 

toto (N = 5. 3.4%)，競馬 (N= 3，2.1%)，ナンバー

ズ (N= 2， 1.4%)の)11買であった。競輪，競艇，イ

ンターネットギャンブルを行っていると回答した者

はいなかった。その他と回答した調査協力者が行っ

ているギャンブルは 麻雀 (N== 3， 2.1 %) ，カジ

ノ (N= 1. 0.7%)，無回答 (N= 1. 0.7%)であった。

また，ギャンブルを行っている頻度を Table2に

示した。 1週間に 1回以上ギャンブルを行っている

者は 7名 付.8%)で，最も多いのは宝くじを年に 1

回行っている者 (N= 6， 4.1 %)であった。また，

性別とギャンプルを lつでも行っているか否かで，

f検定を行ったところ，性別によってギャンブlレ

接触の分布に有意な差が見られたり2(1) = 11.62， 

pく .01)0 すなわち，男性の方が女性よりもギャン

ブルを行っている比率が高いことが示された。

}¥-ソナリティ特性の各変数における性差

病的賭博傾向，特性不安，統制の所在3 刺激欲求

の下位尺度(危険を含む活動への欲求，抑制の解除

への欲求，新しい体験への欲求)ごとに，男女別の

得点平均値と標準偏差を Table3に示した。得点の

数値は，素点の合計を項目数で除した髄である。各

変数における性差を検討するために，t検定を行っ

Table 1 ギャンブル接触の集計結果

ギャンブルの種類

ノTチンコ

パチスロ

競馬

競輪

競艇

toto 

宝くじ
ナンノてーズ

インターネットギャンブjレ

その他

男 女 計

8 (8.7%) 3 (4.1 %) 11 (7.5%) 

5 (7.2%) 1 (1.4%) 6 (4.1 %) 

1 (1.4%) 2 (2.7%) 3 (2.1%) 

o (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

o (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

3 (4.3%) 2 (2.7%) 5 (3.4%) 

8 (8.7%) 5 (6.8%) 13 (8.9%) 

o (0.0%) 2 (2.7%) 2 (1.4%) 
o (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

5(7.2%) 0 (0.0%) 5 (3.4%) 

注-括弧内の数字は，

める比率である。
男69名，女 74名，計 146名のそれぞれに占
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パーソナリティ特性の各変数関の関連性

病的賭博傾向.特性不安，統制の所在，刺激欲求

尺度・抽象表現項目版の下校尺度である危険を含む

活動への欲求，抑制の解除への欲求，新しい体験へ

の欲求の各変数慌の柑関係数を男女別に算出した結

果を Table4. Table 5に示した。男女どちらにおい

ても，特性不安と統制の所在との間に宥意な負の柑

大学生のギャンブル接触の実態とパーソナ 1)ティ特性

た。その結果，病的賭博傾向において男性の方が有

意に高く (t(141) = 5.41. Pく .01).料激欲求の下

位尺度である新しい体験への欲求において女性の方

が有意に高かった (t(141) = 9.33. Pく .01)。それ

以外の変数には，性別による有意な差は見られな

かった。

高田琢弘・議)11進太郎
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Table 2 

ギャンブルの種類

}¥チンコ

パチスロ

競馬

競輪

競艇

toto 

宝くじ
ナンバーズ

インターネットギ¥ヤンブタル

その他

各パーソナリティ特性の男女ごとの平均値と標準偏差Table 3 

** 

女 (N= 74) 

1.17 (.31) 

2.49 (.4-6) 

2.73 (.37) 

2.98 (.91) 

2.91 (.77) 

4.08 (.70) ** 
料戸く .01

男仇T= 69) 

1.78 (.92) 

2.35 (.49) 

2.73 (.41) 

2.98 (.86) 

2.83 (.89) 

3.68 (.97) 

病的n者博傾向 (SOGS)

特性不安 (STAI)

統制の所在 (LOC)

危険を含む活動への欲求 (TAS)

抑制の解除への欲求 (Dis)

新しい体験への欲求 (ES)

各変数簡における相関係数(男性• N = 69) 

1.病的賭侍占領向 (SOGS)

2.特性不安 (STAI)

3.統制の所在 (LOC)

4.危険を含む活動への欲求 (TAS)

5.抑制の解除への欲求 (Dis)

6.新しい体験への欲求 (ES)

6 

.07 

.16 

.05 

.66 ** 

.54 ** 

5 

.05 

.14 

-.03 
.50料

4 

-.03 
-.04 

.21 

3 

.18 
-.49料

2 

.03 

Table 4 

**戸く .01

各変数問における相関係数(女性• N = 74) 

1.病的賭博{頃向 (SOGS)

2.特性不安 (STAI)

3.統制の所在 (LOC)

4.危険を含む活動への欲求 (TAS)

5.抑制の解除への欲求 (Dis)

6.新しい体験への欲求 (ES)

5 

.07 

-.17 
.00 
.35料

**戸く .01

6 

-.02 

.00 

.08 

.52 ** 

.49料

4 

-.16 

.09 

.09 

3 

.06 
-.39料

2 

-.08 

Table 5 
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関が克られ(男性 :r ー.49. 女性 :r = -.39). 特

性不安が高い人ほど外的統制が高いことが示され

た。また，男女ともに，刺激欲求の下位尺度聞にお

いて有意な正の相関が見られたが，それ以外に有意

な相関は見られなかった。

ギャンブル接触とパーソナリティ特性との関連

現在行っているギャンブルが. 1項目でも“あ

る"と回答した者 (N= 27) とそうでない者

(N = 119) とで，パーソナリティ特性に差がある

かを検討するために • t検定を行った。その結果，

いずれの変数においても有意な差は見られなかっ

た。ゆえに，本研究の調査協力者においては，ギャ

ンブル接触とパーソナリティ特性との関に有意な関

連性は示されなかった。

考察

本研究では，健常な大学生を対象として，ギャン

ブjレ接触に関する実態調査を行い，特性不安，統制

の所在，刺激欲求といったパーソナリティ特性と

ギャンブル接触との関連を検討した。

結果から，調査協力者全体の約 18%にあたる 27

名の大学生が何らかのギャンプjレを行っているとい

うことが示された。行っているギャンブルの種類と

しては，宝くじが最も多く，次いでパチンコ.パチ

スロの)11買であった。性差に関しては，男性の方が女

性よりもギャンブルを行っているということが示さ

れた。この結果は男性の方が女性よりもギャンブル

の問題が多く見られるという先行研究の知見(安藤，

2000) と一致している。ギャンブルを行っている頻

度は.1週間に l回以上行っている者が7名 (4.8%)

であった。 4.8%という数字は，成人を対象とした

依田・後藤 (2008)や大学生・短大生を対象とした

安藤 (2000)の結果よりやや小さい数字である O こ

のような結果となった可能性として，本研究の謂査

協力者が都市部から離れた国立大学生であったた

め，地域性(パチンコ癌などへのアクセスのしやす

さ)や，ギャンブルに対するコスト意識が高いこと

などが考えられる O

調査協力者の病的賭博傾向の程度とパーソナリ

ティ特性との関連を検討したところ，有意な4・13関は

見られなかった。また，ギャンブルを行っているか

否かで縞査協力者を二群に分け，各変数の差を検討

した結果からも，有意な差は見られなかった。こ

れは，ギャンプル行動とパーソナリティ特性の関

連性を示した先行研究の結果 (Petryet a1.， 2005 ; 

Lee et a1.， 2010) と異なるものである O このことを

説明する要因のーっとして 調査協力者が国立大

学に通う健常な大学生であったことが挙げられる。

本調査では，病的賭博傾向の平均値が男性で1.78

(SD = .92).女性で 1.17(SD = .31)と極めて低く，

床効果が生じていたためか，他の変数との関連性が

示されなかった可能性が考えられる O 一般に，国公

立大学の学生は，成績が優秀であり学業に専念する

者の割合も多いため それまでの生活でギャンブル

に接触する機会が全般的に少ないのではないだろう

か。そのため，ギャンブルを行っている者の割合は，

大学に通っていない同年代の者よりも低いのではな

いかと推測される。

日本において青少年のギャンブル接触に関する実

態調査がほとんど行われていない(安藤. 2000;品

)11. 2008) という背景から，本研究で得られた結果

は，意義のあるものであると考えられる。しかしな

がら，本研究にはいくつかの問題点が挙げられる。

本調査の調査協力者は 146名と比較的少数であり，

また単一の大学で調査を実施したため，このデータ

が社会全体の傾向を反映しているとはいいがたい。

日本における青少年のギャンブル接触の実態を把握

するためには，幅広いサンプルを対象とした WEB

調査などを実施する必要がある。さらに，病的鰭博

の理解や治療に向けた基礎的知見として，人間一般

のギャンブル行動のメカニズムを理解することが今

後，求められるだろう。こうした行動のメカニズム

を検討するためには ギャンブル課題を用いた実験

室実験などを行い，感情や認知といった側面との関

連性に関する詳細な分析を行う必要性があると考え

られる。
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